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『
支
部
会
報
』
の
発
行
目
的
と
そ
の
歴
史 

  
 
 
 

 
 

副
支
部
長 

黒
井 

登
起
雄 

 
 
 
 

 
 

（
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

 

【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】 

東
洋
大
学
校
友
会
の
『
埼
玉
県
支
部
』
は
、

昭
和
4
（1

9
2
9

）
年
4
月
に
設
立
さ
れ
、
平
成

21
（2

0
0
9

）
年
に
「
支
部
創
立
80
周
年
記
念
式

典
」
を
行
っ
た
歴
史
あ
る
支
部
で
す
*1
。
表-

1
に
歴
代
支
部
長
一
覧
を
示
し
ま
し
た
。
『
埼

玉
県
東
部
支
部
』
は
、
平
成
16
（2

0
0
4

）
年
5

月
に
『
埼
玉
県
支
部
』
を
埼
玉
県
の
東
西
2
支

部
に
分
割
し
て

創
立
し
た
継
続

支
部
で
す
*3
。

『
支
部
総
会
』

が
活
動
の
計

画
・
状
況
を
会

員
に
直
接
的
に

報
告
・
承
認
を

求
め
る
手
段
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
支
部
会

報
』
は
、
支
部
会
員
（
会
費
納
入
卒
業
生
）
に

向
け
て
間
接
的
に
支
部
や
個
人
の
活
動
情
報
を

伝
え
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

お
、
『
支
部
会
報
』
は
、
埼
玉
県
支
部
時
代
の

期
間
に
全
11
号
*2
が
、
埼
玉
県
東
部
支
部
に

な
っ
て
か
ら
令
和
3
（2

0
2
1

）
年
現
在
ま
で

全
17
号

*3
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
、
平
成
9
（1

9
9
7

）
年
頃
か
ら
の
支

部
活
動
へ
の
参
加
で
す
の
で
、
約
24
年
間
の

支
部
活
動
の
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
埼
玉
県
支
部
の
活
動
の
記
録
は
、
校
友
会

記
念
誌
や
埼
玉
県
支
部
の
周
年
記
念
誌
を
参

考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
*1
。
記
述
の
間
違

い
や
誤
解
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

 

*1 

東
洋
大
学
校
友
会
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
（
東
洋
大
学 

 

校
友
会
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
委
員
会
記
念
誌
部

会
）、
平
成
6
（1

9
9

4

）
年
11
月
22
日
発
行 

東
洋
の
軌
跡
～
世
紀
を
こ
え
て
～
（
東
洋
大
学
校
友 

 
 

会
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
誌
刊
行
委
員
会
）
平
成
26

（2
0

1
4

）
年
9
月
7
日 

*2 

東
洋
大
学
校
友
会
埼
玉
県
支
部
さ
い
た
ま
70
年
誌 

（
創
立
70
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
）、
平
成
11 

（1
9

9
9

）
年
11
月
発
行 

*3 

東
洋
大
学
校
友
会
埼
玉
県
東
部
・
西
部
支
部
80
周
年

記
念
誌
、
平
成
21
（2

0
0

9
）
年
11
月
発
行 

【『
埼
玉
県
支
部
』
の
会
報
発
行
】 

校
友
会
埼
玉
県
支
部
は
、
表-

1
に
示
す
創

立
以
来
の
歴
代
支
部
長
の
も
と
で
戦
中
戦
後
の

試
練
を
乗
り
越
え
て
、
昭
和
39
（1

9
6
4

）
年
頃

か
ら
「
全
国
支
部
か
ら
の
代
議
員
選
出
」「
校

友
会
組
織
の
全
国
へ
の
拡
大
」「
支
部
創
立
35

周
年
記
念
」「
支
部
創
立
50
周
年
記
念
誌
の
発

刊
」
な
ど
の
活
動
が
粛
々
と
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
校
友
会
本
部
業
務
と
、
支

部
活
動
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
模
様
で
、

昭
和
63
（1

9
8
8

）
年
頃
に
、
最
大
の
校
友
会
員

を
抱
え
る
支
部
で
あ
る
と
の
意
識
か
ら
、「
支

部
活
性
化
」
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
第
一
回

の
「
校
友
の
集
い
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
会
員
の
交
流
を
深
め
る
」「
組
織
の
強

化
・
拡
大
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
『
支
部
会

報
』
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
（
表-

2
）
。
創
刊
号

は
、
鹿
島
幾
太
郎
（
昭
和

20
年
国
漢
）
支
部
長
、
編

集
担
当
、
坂
井 

勝
理
事

（
昭
和
37
年
経
済
）
の
も

と
で
、
B5
判
モ
ノ
ク
ロ
印

刷
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

（
写
真-

1
参
照
）、
支
部

会
員
の
掘
り
起
し
に
活
用

さ
れ
ま
し
た
*2
。
内
容

は
、
会
員
の
寄
稿
、
支
部

総
会
の
開
催
報
告
、
大
学

の
現
況
報
告
、
校
友
だ
よ

り
な
ど
で
、
現
在
の
支
部

会
報
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

す
。
第
6
号
以
降
は
、
広

報
部
長
の
池
田
正
男
理
事

（
昭
和
35
年
法
律
）
が
編

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 

 

黒井登起雄 
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 表-1 校友会『埼玉県支部』歴代支部長一覧*2 

 氏 名（卒業年・学科） 就 任 期 間 

初 代 白川 常介（大正 10 年・倫東） 昭和 4 年 9 月～ 

第 2 代 斎藤 重雄（       ） 昭和 11 年 4 月～ 

第 3 代 坂戸 公隆（大正 15 年・倫東） 昭和 18 年～（第 2 代逝去・代行） 

第 4 代 川崎関次郎（昭和 2 年・倫東） 昭和 23 年～ 

第 5 代 近藤 鉄城（昭和 28 年・宗教） 昭和 30 年 8 月～ 

第 6 代 坂戸 公隆（大正 15 年・倫東） 昭和 33 年 12 月～ 

第 7 代 矢部 金蔵（昭和 5 年・倫東） 昭和 43 年 6 月～ 

第 8 代 小島三五郎（昭和 7 年・倫東） 昭和 45 年 10 月～ 

第 9 代 鈴木 敏夫（昭和 43 年・英米） 昭和 48 年 7 月～ 

第10代 大熊 毅一（昭和 28 年・社会） 昭和 50 年 6 月～ 

第 11代 鹿島幾太郎（昭和 20 年・国漢） 昭和 63 年 7 月～ 

第12代 高松 清實（昭和 37 年・経済） 平成 13 年 7 月～ 

 注) 校友会『埼玉県支部』は、平成 16（2004）年 5 月に分割を承認し、『埼玉県
東部支部』と『埼玉県西部支部』の 2 支部を設立 

 

写真-2 校友会『埼玉県支部会報』の記
事記載例（第 9 号、1998.4.12） 

 

表-2 校友会埼玉県の『支部会報』の発行年度 

作成／2022年1月7日 (一社)東洋大学校友会埼玉県東部支部 広報部
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集
し
（
写
真-

1
参
照
）、
第
11
号
（
高
松
清
實

支
部
長
）
ま
で
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
第

11
号
の
編
集
は
、
広
報
部
長
の
栗
沢
順
吉
理
事

（
昭
和
34
年
哲
学
）
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
第

6
号
以
降
の
『
支
部
会
報
』
は
、「
支
部
校
友

の
集
い
」
に
お
け
る
写
真
な
ど
を
配
置
し
（
写

真-

2
参
照
）、
支
部
会
員
の
参
加
拡
大
を
会
員

に
伝
え
る
意
図
を
盛
り
込
ん
だ
構
成
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

【『
埼
玉
県
東
部
支
部
』
の
会
報
発
行
】 

 

埼
玉
県
東
部
支
部
の
『
支
部
会
報
』
は
、
初

代
の
朝
川 

仁
支
部
長
（
昭
和
36
年
院
修
・
社

会
）
に
よ
っ
て
平
成
16
（2

0
0
4

）
年
に
創
刊
さ

れ
（
写
真-

3
①
）、
第
2
代
の
清
宮
邦
雄
支
部

長
、
第
3
代
の
中
里
繁
夫
支
部
長
へ
と
引
き
継

が
れ
、
令
和
3
（2

0
2
1

）
年
に
、
第
17
号
が
発

刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
創
刊
号
お
よ
び
第
2
号
の

編
集
は
、
深
利
勝
之
理
事
（
昭
和
38
年
法
律
）

の
担
当
で
し
た
が
、
第
3
号
か
ら
第
5
号
は
、

支
部
長
の
も
と
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
（
広
報

部
）。
こ
こ
ま
で
の
『
支
部
会
報
』
は
、
A4
版

モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で
作
成
さ
れ
、
埼
玉
県
支
部
時

代
の
会
報
と
同
様
に
、「
支
部
校
友
の
集
い
」

に
お
け
る
写
真
な
ど
を
配
置
し
（
写
真-

3
①

②
）、
支
部
会
員
の
参
加
拡
大
を
会
員
に
伝
え

る
意
図
の
構
成
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
6

号
以
降
の
『
支
部
会
報
』（
清
宮
邦
雄
支
部
長

＆
中
里
繁
夫
支
部
長
）
は
、
黒
井
登
起
雄
理

事
・
副
支
部
長
（
広
報
担
当
）
が
編
集
し
て
い

ま
す
。
支
部
会
報
の
作
成
に
当
た
り
、
平
成
20

（2
0

0
8

）
年
頃
の
朝
川
元
支
部
長
か
ら
の
要
望

は
、『
支
部
会
報
』
に
お
い
て
「
写
真
を
で
き

る
だ
け
多
く
す
る
」「
会
報
を
カ
ラ
ー
印
刷
版

に
す
る
」
な
ど
で
し
た
。
当
時
は
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の
OS
が
格
段
に
進
化
し
て
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
トP

u
b

lish
er

、W
o

rd

な
ど
の
文
章
作
成
ソ

フ
ト
の
更
新
も
早
く
、
デ
ジ
カ
メ
写
真
の
解
像

度
の
向
上
も
著
し
く
、P

o
w

er p
o

in
t

な
ど
で
写

真
画
像
の
編
集
・
変
換
が
容
易
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
PC
に
よ
る
フ

ル
カ
ラ
ー
印
刷
版
の
『
支
部
会
報
』
がW

o
rd

文
書
ソ
フ
ト
で
作
成
で
き
る
こ
と
か
ら
、
私
が

第
6
号
か
ら
17
号
の
編
集
・
作
成
を
引
き
受
け

ま
し
た
（
写
真-

3
③
④
⑤
⑥
参
照
）
。
発
行
に

際
し
て
は
、「
支
部
会
報
（
第
〇
号
）
の
構
成

と
割
付
」「
原
稿
の
執
筆
の
お
願
い
（
ご
依

頼
）」
等
の
文
書
を
作
成
し
ま
し
た
（
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
）。
ま
た
、『
支
部
会
報
』
は
、

編
集
し
た
作
成
原
稿
のP

D
F

フ
ァ
イ
ル
を
印
刷

所
にE

-M
ail

送
信
し
て
印
刷
版
に
仕
上
げ
る
方

式
で
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
届
け
て
い
ま
す
。 

【
IT
時
代
に
お
け
る
支
部
会
報
に
つ
い
て
】 

 

『
支
部
会
報
』
は
、
一
年
間
の
校
友
会
支
部

活
動
（
総
会
・
各
種
校
友
の
集
い
）
や
、
支
部

校
友
の
近
況
、
校
友
会
本
部
の
活
動
、
大
学
の

動
向
な
ど
を
会
員
の
皆
様
に
年
一
回
届
け
る
機

関
紙
で
す
。
多
く
の
支
部
会
員
の
ご
意
見
の
交

換
を
「
校
友
の
集
い
」「
校
友
大
会
」「
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
等
で
は
、
時
間
が
足
り
な

く
、
ま
た
、
年
一
回
の
『
支
部
会
報
』
で
は
、

情
報
交
換
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
（
古
い
情
報

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
）。
IT
時
代
に
お
け
る
会

員
へ
の
支
部
活
動
の
情
報
発
信
は
、
「
即

時
性
」
が
最
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
私
は
、
令
和
2
（2

0
2
0

）
年
8

月
に
、
年
間
4
～
5
回
発
行
で
、
二
頁

構
成
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」（
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
電
子
版
）
を
考
え
、
編
集
を
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
校
友
会
HP
の

「
支
部
ブ
ロ
グ
」
を
活
用
し
て
、
会
員

の
皆
様
に
直
ぐ
に
配
信
さ
れ
、
閲
覧
で

き
ま
す
（
支
部
ブ
ロ
グ
に
掲
載
）。 

【
エ
ピ
ロ
ー
グ
】 

 

支
部
会
員
の
意
見
集
約
お
よ
び
会
員

同
士
の
意
見
交
換
は
、
非
常
に
重
要
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
発
行
『
支
部
会
報
』

の
目
的
・
作
成
情
報
を
整
理
し
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
、
最
近
の
IT
情
報
ツ
ー
ル

を
活
用
し
た
多
様
な
「
情
報
交
換
シ
ス

テ
ム
」（F

aceb
o

o
k

や
そ
の
グ
ル
ー
プ

な
ど
）
を
若
手
校
友
の
皆
様
が
中
心
で

構
築
さ
れ
ま
す
こ
と
を
望
み
ま
す
。 
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